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2024年度

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
DXへの庁内の意識醸成、DX推進を行う人材の育成、発掘、外部人材の活用。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

Web会議やタブレット端末活用による行政内部の効率化の効果は現れつつある。電子地域通貨の活用など、市民側

のメリットも模索しながら、本市に見合ったＤＸを追求していく必要がある。

西之表市DX推進計画の最終年度であるため、計画中で未済の事業については、仕上げを行うこと。また、次年度以

降の計画について、どのような方向性をもって進めるか全庁的にな体制により検討を行う。
方向性

事業の意図 自治体DXによる行政手続の効率化

事業の実績

と成果

取組内容

R4年度に庁内無線LANを敷設した際に、管理職向けのタブレット端末を導入していたが、R5年度は全職員

向け（非正規職員除く）に端末配布を行った。チャットツールについても全職員向けにアカウント配布を

行った。チャットツールの研修と、DX意識醸成のための研修を行った。総務省の計画策定事業に応募し、事

業を行った。また、各DXワーキンググループによる話合いを行った。

成 果

タブレット端末導入により会議資料の印刷枚数が減少した。また印刷のための職員の業務も軽減された。

チャットツール導入により、選挙中間速報や駅伝記録連絡に効果を発揮した。ワーキンググループへ各課職

員が参加することにより、DXを意識する場を形成した。

事業名 西之表市DX推進事業 総事業費 9,607 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 計画的で効率的な行政運営の推進

基本事業名 情報通信技術の活用促進


